
社 会 福 祉 法 人 塩 釜 市 社 会 福 祉 協 議 会  

平 成 30 年 度  第 2 回  高 齢 者 通 所 介 護 施 設 と な り の 家  運 営 推 進 会 議  

議 事 録  

 

 

１ ． 日  時  平 成 30 年 12 月 11 日 （ 火 曜 日 ）  

開 会  午 後 2 時 28 分 ～  閉 会  午 後 2 時 53 分  

 

２ ． 場  所  特 別 養 護 老 人 ホ ー ム こ こ ろ の 樹  

 

３ ． 出 席 者  鈴 木  さ つ よ （ 利 用 者 家 族 代 表 ）  

佐 藤  稲 子 （ 地 域 住 民 の 代 表 者 ）  

小 野  聡 子 （ 市 役 所 職 員 ）  

佐 々 木  秀 二 （ 包 括 支 援 セ ン タ ー ）  

 

※ 委 員 総 数 5 名 中 4 名 出 席 （ 1 名 欠 員 ）  

 

高 齢 者 通 所 介 護 施 設 と な り の 家  

 武 田 理 恵 所 長  

 

 

社 会 福 祉 協 議 会  

遠 藤 常 務 理 事  山 本 次 長  曽 根 課 長  

 

 

 欠 席 者  - 

 

 

１ .開  会  

 

 

２ .あいさつ   遠藤常務  

 

 

３ .議  事（ 要 旨 ）  

 

 

○ 現 況 報 告  

 

・  ク リ ス マ ス 時 期 と い う こ と も あ り 、今 日 は ホ ッ ト ケ ー キ 作 り を し た 。

利 用 者 も 調 理 を 手 伝 っ た 。 た だ 、 午 前 中 に や っ た こ の こ と は も う 忘



れ て い る 。 そ の 瞬 間 を 楽 し ん で も ら え ば い い と 職 員 は 思 っ て い る 。  

・  12/21～ 22、イ オ ン タ ウ ン 塩 釜 へ 外 出 行 事 を 行 っ た 。レ ス ト ラ ン 四 六

時 中 で 食 事 を 楽 し み 、 Big で 買 い 物 を し た 。鈴 木 委 員 を 含 み 家 族 も 3

名 参 加 し た 。 有 意 義 な 時 間 だ っ た 。  

・  日 々 、 ド ラ イ ブ を 楽 し ん で い る 。 徘 徊 癖 の あ る 人 に は 付 き 添 い 、 近

隣 と の 社 会 的 交 流 を 図 っ て い る 。  

 

 

（ 鈴 木 委 員 ）  

外 出 行 事 に は 楽 し く 参 加 さ せ て も ら っ た 。  

 

（ 武 田 所 長 ）  

ご 家 族 と ゆ っ く り 話 が で き る 機 会 が な か な か な か っ た の で 、良 か っ た

と 思 う 。 忙 し い 中 、 参 加 し て も ら っ て 感 謝 し て い る 。  

 

（ 鈴 木 委 員 ）  

本 人 も 喜 ん で い た 。 家 族 も そ う だ 。 た ま に は い い 。  

 

 

 ○ 利 用 者 状 況  

 

・  男 性 5 名 、 女 性 14 名 、 計 19 名 が 利 用 中 。 10 月 に グ ル ー プ ホ ー ム へ

入 所 さ れ た 方 が 1 名 。 入 院 か ら 入 所 と な っ た 方 が 1 名 。  

・  独 居 や 高 齢 者 の み 世 帯 の 在 宅 生 活 は 困 難 と 痛 感 し て い る 。  

・  本 日 、 体 験 利 用 1 名 。 両 耳 が 聞 こ え な い 。 仕 事 に 来 る 感 覚 を 持 っ て

通 所 し た の で 、 落 ち 着 い て い ら れ な か っ た 。 掃 除 、 草 取 り を し た 。  

・  10/1～ 、 介 護 度 3 の 女 性 が 利 用 開 始 。 毎 日 の 利 用 と な る が 、 周 囲 と

馴 染 め な い 。 日 々 、 ト ラ ブ ル の 危 険 が あ る 。 家 族 は 入 浴 の 希 望 が 強

い が 、 本 人 は シ ャ ワ ー に 強 い 抵 抗 を 示 し た 。 試 行 錯 誤 し た 結 果 、 月

曜 日 に 強 い 拒 否 が あ る の で や め た 。 木 曜 日 だ と 協 力 的 に な る 。 週 2

回 は シ ャ ワ ー が で き る よ う に な っ た 。 他 利 用 者 の 学 歴 を 馬 鹿 に す る

と こ ろ 面 が あ り 、 職 員 が 間 に 入 っ て 止 め て い る 。 認 知 症 デ イ は 市 内

に と な り の 家 し か な い の で 、 職 員 一 丸 で 対 応 す る 。  

 

（ 佐 藤 委 員 ）  

手 に 負 え な く て 、 受 け 入 れ を 断 る こ と も あ る の か ？  

 

（ 武 田 所 長 ）  

ほ と ん ど な い 。た だ 、精 神 病 に な る と 対 応 が 違 い 難 し い 。医 師 と 相 談

し て 他 種 施 設 へ 繋 げ た 例 が 1 件 あ っ た 。認 知 症 の 専 門 医 と 相 談 し な が

ら 薬 の 調 節 を し 、何 と か 受 け 入 れ て い る 。認 知 症 に な る と 体 調 を 伝 え



ら れ な い の で 察 す る こ と 、ま た 、虐 待 さ れ て い な い か ど う か 皮 膚 の 状

態 観 察 に も 努 め て い る 。 虐 待 の 相 談 は あ る の か ？  

 

（ 佐 々 木 委 員 ）  

 あ る 。 今 日 も あ っ た 。  

 

（ 武 田 所 長 ）  

怪 我 だ け で な く 食 事 を 与 え な い 虐 待 も あ る 。 そ の 見 極 め が 難 し い 。  

 

（ 鈴 木 委 員 ）  

本 人 は 95 歳 。 今 言 っ て い る こ と も 分 か ら な く な る 。  

 

（ 武 田 所 長 ）  

鈴 木 委 員 は 近 隣 の 方 々 に 恵 ま れ 、安 心 だ 。例 え ば 息 子 が 一 人 で 母 親 を

介 護 し て い る と 回 り に 相 談 し づ ら い 。  

 

 

（ 遠 藤 常 務 ）  

こ こ ろ の 樹 の 敷 地 に 畑 が あ る 。 夏 に は ス イ カ が 実 っ た が 食 べ た か ？  

 

（ 武 田 所 長 ）  

い た だ い た 。 野 菜 も 収 穫 し 味 噌 汁 に 入 れ た 。  

 

（ 遠 藤 常 務 ）  

そ れ で も 余 っ て も っ た い な い ス ペ ー ス に な っ て い る 。  

 

（ 武 田 所 長 ）  

こ れ ま で の ス ペ ー ス で 手 一 杯 だ 。  

 

（ 遠 藤 常 務 ）  

管 理 し て い な い 敷 地 で 、 有 効 利 用 が で き な い か と 思 っ て い る 。  

 

（ 曽 根 課 長 ）  

こ こ ろ の 樹 完 成 前 に は 畑 と す る 構 想 で あ っ た 。た だ 、人 手 に 余 裕 が な

い 。 想 い 描 い た こ と が で き な い の が 現 状 。  

 

（ 武 田 所 長 ）  

そ れ こ そ 地 域 の ボ ラ ン テ ィ ア の 方 々 に や っ て も ら え れ ば い い の で

は ？  

（ 佐 藤 委 員 ）  

こ の 町 内 会 は 高 齢 者 が ほ と ん ど 。 若 い 方 は 山 田 材 木 の み 。  



（ 武 田 所 長 ）  

交 流 は あ る の か ？  

 

（ 佐 藤 委 員 ）  

震 災 が あ っ て か ら は 仲 が い い 。た だ 、何 か し よ う か と す る と 高 齢 を 理

由 に 諦 め る 。  

 

（ 曽 根 課 長 ）  

た し か に も っ た い な い ス ペ ー ス と な っ て い る の で 、 利 用 を 考 え た い 。 

 

（ 山 本 次 長 ）  

以 前 、 塩 竈 桜 の 会 が 桜 の 苗 木 を 植 え る 計 画 が あ っ た が 、 2 本 ほ ど 植 え

て ス ト ッ プ し た 。  

 

（ 武 田 所 長 ）  

虐 待 と 判 断 す る 見 極 め が 分 か ら な い 。介 護 者 の 愛 情 を 感 じ ら れ れ ば 虐

待 で は な い と 判 断 し て い る 。  

 

（ 佐 々 木 委 員 ）  

受 け て い る 本 人 が ど う 感 じ て い る か が 重 要 。一 生 懸 命 や っ て い る 介 護

が 虐 待 に な っ た り も す る 。確 か に 難 し い 。認 知 症 と の 兼 ね 合 い も あ る 。

塩 竈 市 の マ ニ ュ ア ル に は チ ェ ッ ク リ ス ト が あ る 。そ れ で あ る 程 度 の 判

断 が で き る 。  

 

（ 武 田 所 長 ）  

相 談 し た ら 直 ぐ に 動 く も の な の か ？  

 

（ 佐 々 木 委 員 ）  

虐 待 防 止 法 で 通 報 が あ れ ば 市 は 動 か な け れ ば な ら な い 。48 時 間 以 内 の

事 実 確 認 を す る 。  

 

（ 武 田 所 長 ）  

と な り の 家 の 例 は 緊 急 性 が な い と 判 断 す る 。  

 

（ 遠 藤 常 務 ）  

他 人 が 見 て 虐 待 と 判 断 す れ ば 通 報 の 義 務 が あ る 。  

 

（ 山 本 次 長 ）  

チ ェ ッ ク リ ス ト で 判 断 す る の は 事 業 者 ？ 包 括 ？  

 

 



（ 佐 々 木 委 員 ）  

市 と 包 括 で 判 断 す る が 、 チ ェ ッ ク リ ス ト は 配 布 可 能 だ 。  

 

（ 山 本 次 長 ）  

事 業 所 で 虐 待 に な る か な ら な い か の 判 断 で 迷 っ て い る 。ま ず は 、一 報

を 入 れ た 方 が い い の か ？  

 

（ 佐 々 木 委 員 ）  

ま ず 包 括 へ 相 談 。迷 っ て い る な ら 相 談 。こ ち ら で 判 断 し 、緊 急 性 が あ

る な ら 市 へ 連 絡 す る 。  

 

（ 武 田 所 長 ）  

そ の よ う な 場 合 は 、「 と な り の 家 か ら 通 報 」 と な る の か ？  

 

（ 佐 々 木 委 員 ）  

事 業 所 か ら の 通 報 と な る 。  

 

（ 山 本 次 長 ）  

そ の 場 合 、と な り の 家 管 轄 の 北 部 1 地 区 か 、利 用 者 が 住 ん で い る 地 区

の 包 括 か ？  

 

（ 佐 々 木 委 員 ）  

北 部 1 地 区 包 括 で い い 。  

 

（ 武 田 所 長 ）  

利 用 者 が 言 う こ と を 聞 か ず 、家 族 が 無 理 に 引 っ 張 っ て ア ザ が で き る な

ど 日 々 あ る 。  

 

（ 佐 々 木 委 員 ）  

そ れ は 虐 待 に あ た っ て し ま う 。た だ 、虐 待 防 止 法 で は 虐 待 し て い る 人

を 罰 す る 取 り 決 め は な い 。法 で は 本 人 の 保 護 と 虐 待 を し て い る 人 の 支

援 を し な け れ ば な ら な い と さ れ て い る 。介 護 の 仕 方 が 分 か ら な い な ど

何 か の 理 由 が あ る は ず な の だ 。  

 

 

４ .事務連絡    次 回 は 6 月 頃 （ 日 程 が 決 ま り 次 第 、 通 知 ）  

 

 

５ .閉  会  


